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地域活性 フ ーラム  

 

生の による岡崎市 会業務用 ントデ インの  

知産業大   

 

 

要 旨 

知産業大 (以 、本 と す)は一 社 人 岡崎市 会(以 、岡崎市 会と

す)と に関する 定を 結し、地域の課題に に対 し、活 のある地域社会

の形成と発 に する目的で、岡崎市 会が 用する ントのプロ クトグラフィック

デ インを行った。 コンペ形式とし、 生の で え岡崎市を したカラフルなデ

イン案が 用され、実 が制 された。その後に、実 の 用開 後における感想・意 のま

とめを行ない、 品の 成度や今後の課題 をまとめた。 

  

１. と目的 

(１)  

本 は岡崎市 所、岡崎市 会、岡崎市 、岡崎市の 、 の 「 」な

どをはじめ、岡崎市の 種 体へイ ント、 品開発などの提案や活動を に って行って

きた。しかしながら、 における受け入れ が であったために、活動開 後に

な 題が生じた。本 の 築 、ス ートデ イン 、 合経営 、大 、あるいは

サークルが個 に う事象なのか、まとめた で対 するのか、そのまとめ は なのかな

ど、 ではなかった。 

 

( ) 目的 

これらに関 する事 として、本 の 校 人・ の事業 においては「コロナ禍にお

いても な限り、地元・地域に され に発 する 校として 知されるよう めます」と

定められた。その から 2021 6 月に本 は岡崎市 会と に関する 定

を 結することとなった。 

 一 、岡崎市 会 は、「これらの価 ある 産を広く 外に発信して、 客を す

るとともに、 事業による地域経 の活性 を推進していきます」と ており、今回はこ

れに合 するものとして、デ インの提案を行うこととした。 

 制 にあたっては本 の研 ・制 の一環として大 の営利性を求めるものではなく、 生

の の一環として行なっていく。 

 

. 制  

(１) 手  

定の 結後の第一 となった今回は コンペ形式とし、今回 築 と大

生に制 を した。「岡崎おもてなし」ブースの提案というタイトルを で定め、在

生へ制 を提 した。( 1) 

 上の注意 として、提 した では上 の が大きいが、実 には上 から
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を ることは とんどなく、 の から ることが大半であるので、 に しては

比を 整する 要があることを 生に えた。すなわち、 で える 態をそのまま

上 のみ ばした 態を上 に く 要がある。 

 

 
11  制制   

 

制 の開 にあたって 生に けて の文 を提 した。 

 

知産業大 は岡崎市 会と 提 を結んでおります。この度、岡崎市 会より

「岡崎おもてなしブース」のデ イン提案をしていた けるように がありました。「岡崎お

もてなしブース」は岡崎市 会の さんがイ ント会場などで岡崎を PR する活動を行う

に 用します。そこで、デ インコンペを実施することにしました。岡崎らしく、 しみや

すく、 ークで なデ インのブースをデ インしてく さい。 

デ インの対象は、 ント、 ーブル、 ーブルを 宣 ( ーブルに く り 的なも

のもデ イン )などです。岡崎市 会のホームページなどを て、岡崎の特徴や など

を知っていた き、 であれば岡崎の きもしていた いて、デ イン提案にチ レンジ

してみてく さい。 

 

 デ インの対象 となっている ントとは、 ントの外形のデ インではなく、 に

相当する 所にグラフィック的な処理を施すデ インである。これらはプロ クトグラフィッ

クと ばれる 域のデ インである。通 のグラフィックデ インとは異なり 業 品に 、

文字、イラストなどを施す。そのために平 的な処理 けでなく、立体 の が求めら

れる。今回の ントに させるためには後 のことを え、イラストレータで したデ

ータの提出が求められる。 

生は本 大 に入 してから半 経っていたが、あまり大 構 以外を知らなかった

ので、岡崎 を と に した。これにより、岡崎 の岡崎 、大手門、 の 、

、 の 家 、 、 、お 産品などを することができた。 
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( ) デ イン  

当 の予定では 2021 6月に開 し 9月にデ イン案 定の予定であったが、開 が れ、

デ イン案の 定が約 2 月 れた。 

 12 品が ントリーし、 築 、ス ートデ イン 4 からなる が入

品 5 品を 出した。( 2 6) 

 これらをス ートデ イン 生 77 に 開し、一 気に入った 品に無 を行

った結果、 的に E案が支持を得た。( 7) 

この結果を に 、岡崎市 会によって E案を とした。その後、岡崎

市 会から数カ所の修 が入った。 用していた の「岡崎キ ラ ン 」か

ら「岡崎市 会」への 、オカ えもんの のイラストは 生が ントに ッチするよ

う動きのある 情としたが、オカ えもん 自 の かれた への が生じた。( 8) 

 
22  AA案案                                                          33    BB案案  

 
44    CC案案                            55    DD案案  

 
          66    EE案案   
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77    結結果果((7777 ))  

 

 

                88    修修 後後のの 品品  

用となったE案を 当したオウシン イさんの 品意 は のとおりである。 

 

ントの は主に岡崎市の市の である の 、さらに岡崎 の と への思いを

した と を 用した。岡崎市 けではなく日本で有 な 人 の 家 と

の を用いてご当地キ ラクターであるオカ えもんと組み合わせ、 つのアイコンをデ

インした。また、 、 、岡崎 を平 して った。 は地 の高さを象徴するものと

して、 から高 な とされてきた。この から岡崎市の 在的な しさを したい。 
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本人は岡崎 の の いた を ることはできなかったが、 地に出かけた 、そ

の が であったために を主要な と定めた。 は のつるを わせて できる

ようにした であり、今回のデ インの チーフとなった。これを上 の ではなく、

の 所へ でわかりやすく したところが特徴である。 

 

(３) 実 制  

に を要したため、実 制 の開 が大幅に れた。制 メーカーからは指定 では

ないために の ができないかという い合わせがあったが、制 メーカー で してい

た いた。制 メーカーは前 が であることから、一 の では発 や 性がよく

ないため、まず を一度 った後に今回のイラスト を した。今回の ントは 外での

用を前提としており、 にさらされることも多く、また 5 どの 用を えているた

めに、イラスト の高い定着が要求された。 成品は こちらの指定した で再 すること

ができた。それ 、 を要し当 の 2022 1月 の 成予定が 2022 4月 まで た。 

 

３. 用実  

岡崎市 会は のイ ントに に合うように を進めていたが、岡崎 で開 され

た 4月 2日の まつりの PR・ 場者アンケートブースに ントが に合わず、先に 成し

ていた ーブル のお 目が先行した。 

で開 された 5月 13日の 合 知フ リーイ ント おかざきカレーパン 売に

おいて、 ントが めてお 目された。 ントと ーブル がセットで揃った。( 9、10) 

出店していた 体の ントは市 の もしくは単 のカラーのものが多く、一 に文字

が入っているものが 受けられた。 

 

 

99    本本 ンントトとと ーーブブルル 11          1100    本本 ンントトとと ーーブブルル 22    

 

11月 13日には 12 りに日本で開 された WRCラリーJAPAN岡崎 SS会場でも ントが設

営された。レースの 題性が高く、当日は多くの 客の場での設営であった。 

岡崎 で開 された 11月 27日の岡崎 まつり会場では多くの ントが設営されてい

たが、その大半は の会場にも増して のものであった。 なイ ントの 体が うこと

を すると が しているのかもしれないが、無味 な 象は れない。( 11) 

本 ントは小 りであるが、 の出店が 形であるのに対して 形であること、施した

とイラストが広場の中で目立つ存在であった。( 12) 
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企 したイ ントの人気があり 客が多かった。 ントが小 りであるので、さらに大型の

ントの用意も 要であろう。( 13) 

  

1111    岡岡崎崎 ままつつりりででのの     1122    岡岡崎崎 ままつつりりででのの本本 ンントト 11  

  

 

                    1133    岡岡崎崎 ままつつりりででのの本本 ンントト 22  

 

.  

(１) 個人からの き取り 

コロナ禍であり、 外のため、 などによるアンケートは し、14 から での 

き取りを行った。 
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・無 ではなくカラーなのが い。(3 ) 

・オカ えもんなので 染みがある。 

・楽しい感じです。 

・ いです。(3 ) 

・ オン アの うがよかったのに。 

・デ インの し しは にはよくわからない。 

・はっきりした なし。(4 ) 

 

( ) 岡崎市 会 が 用した感想 

 岡崎市 会 の 4 の に、インターネットにて 成した ントを 用した感想を

った。 の はインパクトがあることは かであるが、 を通して 用するものなので、

節感が しいことを めて実感した。 

 

・岡崎市 会として、一 市 に けて ントに関するアンケートや リングは行って

いないため、一 市 の は しておりません。 

・ の中の「 」になりましたが( )、とても目立ちました。これで ントとセットになると、

さらにインパクトが出ると思います。(4/2 まつりでは ント本体が 成 に合わず) 

・大きくて が目立つので、 PRとしては目を きやすく、人が集まる。(5/30 し う

まつり) 

・ がメインのデ インなので、 以外は 節に合わない。この秋も 用させていた きます  

(5/30 し う まつり) 

・とにかく 合いが目立つので、 PRとしてはお客 の目を きやすく、これからも PR     

がありますので、どんどん活用いたします。(11/13岡崎 SS会場) 

・岡崎の や 、 を上手に取り入れていた き、 も の が ースで目を きます

し、 にまとまっていると思います。(11/27岡崎 まつり) 

 

(３) 制 した 生たちの感想 

今回入 品を手がけた 5 の 生からの感想を、デ イン 後に行った。言 の 題

など 生特有の みが生じた。 

 

・ 業課題以外で大 である。 

・ のイ ントに関 があったがコロナ禍でなかなか行けなかった。しかし、今回岡崎の

さを知ることができた。 

・コンペは めて行ったが い経験となった。 

・イラストレータの は がかかった。 

・知らない 地で しかった。 

・日本 でのやりとりは しい。 

 

( ) 指 の感想 

指 が感じた は以 の通り。 
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・制 が 成すると、思っていたより小さかった。 

・ランド ークの を果たすものが 成した。 

・小 りな ントながら、 家 、家 、 、 、岡崎 、 、 、オカ えもんと、

てんこ りで が楽しめるものとなった。 

・岡崎市 会スタッフの も高 した。 

・制 にあたっては事前に知っておくと かった情報がこちらに わっていなかった。それ 、 

デ イン案 出後の があったが、 生も定 験と なり日 整が しかった。 

・本 生 はあくまで 育・研 の一環として制 しているので、 の 業との関係もあり、 

進行上の 題、日 上の 題に対しては理 を して しい。 

 

５. 果 

き取りの結果から 合して、 のような 果があったと言える。 

 

・岡崎市 会案 所のランド ークとしての を果たし、 客が一目で発 できるデ

イン。 

・ 節 のデ インでありながらも な しに対 できるデ イン。 

・ 齢にとらわれず人気が出るデ イン。 

・岡崎市 会の の高 となるデ イン。 

 

.  まとめ 

本研 ではデ イン 成後の を く行ったことが無かった。 生が制 すること

に満 せずにその 度 を行う きであった。本研 の課題として、サンプル数が少なかっ

たことに い、一 には限界があることが げられる。今回定量的な に らなかったが、

半 かけて を することができ、大いに となった。また、岡崎市の活性 に わ

ったという で した。 

本研 によって のデ インプロセスでは気 かなかったことも数多く した。 回の

制 ー に させていきたいと える。 

 

 

本研 の実施にあたり、岡崎大 会による 4 度産 同研 成を受けて行い、

成果の一 は第 22回地域活性 フ ーラムにて発 した。デ イン制 を進めるにあたり、岡

崎市 会の にご をいた き、感 の意を す。 
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